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■意見集計結果

令和７年１２月１８日から令和８年１月１６日までの間、桜川市過疎地域持続的

発展計画（案）について、意見募集を行った結果、２人から１３件の意見の提出が

ありました。

　これらの意見について、適宜要約した上、項目ごとに整理し、それに対する市の

考えをまとめましたので公表します。

提出方法の人数は、以下のとおりです。　

■意見の概要及び意見に対する市の考え方

１　基本的な事項　について

提出方法 人　数

直接持参 人

郵　便 人

電子メール 人

ファクシミリ 人

その他 ２人

合　計 人

№ 　意見概要 意見数 　市の考え方

１ 吉野の都市と姉妹都市など

の関係を築いて、情報交換・人

材交流などで都市相互の観光

を促進し活性化を図る。

１件 吉野の都市等、桜川市とゆかり

のある市町村と姉妹都市等の関係

を築くことは、地域の活性化や観

光促進に寄与する有効な取組だと

考えます。

なお、基本的な事項については、

桜川市の既存の計画より引用して

おり、いただいたご意見は今後の

取組の参考とさせていただきま

す。
 ２ 優秀な外国人人材の確保・

増加を図るための継続的なシ

ステムを推進する。

１件 優秀な外国人人材の受け入れ

は、地域経済の活性化だけでなく、

多文化共生社会の構築にもつなが

ると考えております。

近隣市町村の先行事例も参考に

しながら今後の取組の参考とさせ

ていただきます。



２　移住・定住・地域間交流の促進、人材育成　について 

 
３　産業の振興　について 

 № 　　意見概要 意見数 　　　　市の考え方

 １ 生活者としての外国人のた

めの日本語支援や日本生活支

援を増進する。

１件 現在外国人への支援として、令

和７年度より試行的に、地域のボ

ランティアの皆様を中心とした、

日本語教室を開催しております。 
その他の支援策については、近

隣市町村の状況や取組を参考にし

ながら検討してまいります。
 ２ 　大和庁舎から車で一時間圏

内に５０か所以上のゴルフ場

がある。県外から定年後に移

住してくる方やゴルフの拠点

としてアパートを栃木県に借

りる方がいる。空き家の再利

用や市営住宅の稼働率向上な

どに利用できないか。

１件 空き家の活用につきましては、

「桜川市空家等対策計画」に基づ

き事業を実施しております。 
ご意見につきましては、今後の

取組の参考とさせていただきま

す。

 № 　　意見概要 意見数 　　　　市の考え方

 １ ヤマザクラや平安からの古

都をコンセプトに「道の駅」を

建設する。建設地は出来れば

真壁城の隣地が好ましい。上

曽トンネルを抜けると真壁城

と道の駅で観光客増加の相乗

効果を狙う。

１件 道の駅の設置については、現在

調査委託業務を進めております。 
今後は、調査結果を受けて道の駅

設置の可否ついて検討してまいり

ます。 
また道の駅を設置する場合に

は、ご意見いただいた内容を参考

とさせていただき、検討してまい

ります。
 ２ 非日常を体験できる場とし

ての「石切り場」の整備を行い

観光客を招く。

１件 市内石材組合等と連携し、石切

り場見学ツアー（体験）などを開催

することで、地域振興に寄与する

可能性は十分に考えられます。 
ご意見につきましては、今後の

取組の参考とさせていただきま

す。



 
 
 
 

 ３ ＪＥＴＲＯなどの力を借り

て外国企業を誘致する。国内

企業にも魅力あるインセンテ

ィブにて桜川市進出を促す。

ＦＡＮＵＣのサプライチェー

ンに声をかける。

１件 現在は茨城県等と企業誘致にお

ける情報共有を行い、企業支援施

策の PR連携や産業用地マッチン
グの情報交換を行っております。 
ご意見につきましては、今後の

取組の参考とさせていただきま

す。
 ４ 真壁街並みにある日本酒の

酒蔵をインバウンドにもっと

アピールする。

１件 上曽トンネルの開通に伴い、茨

城空港から真壁の町並みへのアク

セスが向上しました。酒蔵も含め

た市内の観光資源の魅力を伝える

ため、SNS等を活用した情報発信
を強化をしていきます。 
また、令和７年２月に友好交流

都市があるフィリピンで開催され

た、フィリピンやその他海外の方

が集う天皇誕生日祝賀レセプショ

ンにおいて、日本酒等の地場産品

の PR活動を行いました。 
いただいた意見につきましては

今後の取組の参考とさせていただ

きます。
 ５ ヤマザクラスイーツ・山桜み

かん・山桜そばなど、見栄えが

してかつ、新食感の商品を開

発販売する。

１件 ヤマザクラは桜川市の重要な地

域資源であり、その活用は地域活

性化に繋がる有効な手段であると

考えます。 
具体例として、山桜が咲く里山

を蜜源とした「山桜のはちみつ」を

既に商品化しており、一定の成果

を上げています。 
また、地域特産品開発支援補助

金もあるため、ヤマザクラに限ら

ず多様な商品の開発も行われてお

ります。 
今回ご提案いただいた新たな商

品開発のアイデアを活かし、商品

開発や地域活性化に繋がる取組を

検討してまいります。



 
５ 交通施設の整備、交通手段の確保　について 

 
６　生活環境の整備　について 

 
１２　再生可能エネルギーの利用の推進　について 

 
 
 
 

 № 　　意見概要 意見数 　　　　市の考え方

  
１

ヤマザクラ GOの外観をも
っと可愛いかヤマザクラをも

っと鮮明にした方が良いと思

う。一度乗ってみたいと思え

るバスの外観。

１件 ヤマザクラＧＯの外観について

は、平成３０年（２０２０年）に、

市内在住の方又は市内に通勤・通

学をされている方を対象としたラ

ッピングデザインの募集を行い、

学識経験者を交えた審査を経て、

決定した経緯があります。 
市としては、現在のところ、ヤマ

ザクラＧＯの外観の変更を行う予

定はありませんが、頂戴したご意

見については、今後、ラッピングデ

ザインの見直しを検討する際の参

考とさせていただきます。

 № 　　意見概要 意見数 　　　　市の考え方

 １ 公営住宅について、新耐震

設計以前の建物は解体すべき

と考える。

１件 新耐震設計以前の市営住宅につ

きましては、入居者の方々に移転

をお願いし、入居者がいなくなっ

た建物から順次解体を進めており

ます。 
ご意見につきましては、今後の

取組の参考とさせていただきま

す。

 № 　　意見概要 意見数 　　　　市の考え方

 １ バイオマス発電の導入。地

域で大量に産出・発生するも

み殻やゴルフ場の落ち葉や市

道県道廻りの雑草を原料とし

て発生物は肥料や建築資材な

どに利用できる循環型となれ

ばさらに好ましい。

１件 再生可能エネルギーの利用・推

進につきましては、「桜川市地球温

暖化対策実行計画」に基づき具体

的な施策を実施しています。 
いただいたご意見は、関連施策

の検討や新たな取組を計画する際

の参考とさせていただきます。



 
　全体的な意見　について 

 № 　　意見概要 意見数 　　　　市の考え方

 １ 過疎化を防ぎ、持続的な発

展を実現するためには、以下

の 2点を明確化市より踏み込
んだ施策が必要である。 
① 人の流出を防ぐために必
要なこと 
市の大きな強みである農業

を「魅力ある仕事」に変えてい

くために、市として農産物の

ブランディング支援・販路開

拓支援等の役割が考えられ

る。 
農業で生活できる、将来が

描けるという実感が必要だと

考える。 
② 新たな人を呼び込むため
に必要なこと 
移住施策において若い現役

世代・子育て世代を主なター

ゲットにすべきだと考える。 
子育て世帯に選ばれるため

には、「桜川市だからできる教

育」を明確に打ち出すべきだ

と思う。また、市役所内にマー

ケティング・広報専門部署の

設置やSNSの運用等により戦
略的・継続的に情報を発信す

る必要がある。

１件 桜川市では、本計画とは別に人

口減少対策本部を立ち上げ、「さく

らがわ人生応援プロジェクト」と

して様々な人口減少対策事業を庁

内横断的に取り組んでいます。 
本計画は、各分野における現状

と問題点及びその対策について記

載をしており、より具体的な内容

については、担当部署で作成して

いる個別計画や施策において検討

しています。 
また、ご意見いただいた内容に

関する現状の取組は以下のとおり

です。 
農業については、新規就農者に

対し就農相談、機械購入補助、認定

農業者に対し各種支援策を講じて

おり、それらによって所得の拡大

を目指していきます。 
また、地域商社と連携して市農

産物のＰＲを行い販路を拡大して

いくことで、農業の魅力向上に繋

げてまいります。 
市で実施している英語教育につ

いては、全小・中・義務教育学校に

おいて、ALTを配置し、英語専科
教員とチームティーチングによる

英語指導を実施しています。 
　また、小学校（前期課程）におい

ては、低学年から学童クラブまで

ALTによる英語に慣れ親しむ活動
を行っております。 
　その他、多様な国の文化に触れ

る機会を得られるような英語を使

った活動等を実施しています。 
SNSの運用については、各課に
おいて情報発信をできる体制をと

っており、LINE、X、Facebook、
インスタグラムを活用しておりま



 す。 
いただいたご意見については、

今後の取組の参考とさせていただ

きます。


